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＊曲目・曲順が変更になる場合がございます。

12月10日（火） 富　士 富士市文化会館ロゼシアター 大ホール 主催：（公財）富士市文化振興財団

12月11日（水） 名古屋 愛知県芸術劇場コンサートホール 主催：東海テレビ放送

12月12日（木） 大　阪 ザ・シンフォニーホール 主催：関西テレビ/キョードー大阪/電通/ぴあ/ザ・シンフォニーホール

12月13日（金） 福　井 美浜町生涯学習センター なびあす 主催：福井県、（公財）福井県文化振興事業団　共催：美浜町、美浜町教育委員会

12月14日（土） 東　京 東京オペラシティ コンサートホール 主催：ジャパン・アーツ

12月15日（日） 東　京 江戸川区総合文化センター 主催：江戸川区、
   　　　江戸川区総合文化センター指定管理者サントリーパブリシティサービスグループ

2024年 日本公演スケジュール

フィルハーモニクス  ウィーン=ベルリン
Philharmonix Wien-Berlin

　オーケストラ界の2つの頂点、ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団とベルリン・

フィルハーモニー管弦楽団のメンバーとその仲間たちによる、魅惑の凄腕アン

サンブル。超絶テクニックをベースに、クラシック、ジャズ、ラテン、ポップスなど

多彩なジャンルの音楽が持つ本質とエッセンスを融合させ、才気溢れる新たな

解釈で披露するクラシック・シーンのエリートたちによる演奏体験は常に聴き手を

心酔させている。

　ドイツ・グラモフォンからリリースされたアルバム『PHILHARMONIX The 

Vienna Berl in Music Club』Vol.1は、2018年のOpus Classic Award

を受賞。

　ヨーロッパでは2022年にVol.3がリリースされた。Philharmonix

の7人は今や世界中の音楽ファンから引く手あまたである。
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Program

休　　憩

コンツ ： ピッピ
Stephan Koncz : Pippi

ギュルトラー ： Zutje Dunje（バルカン半島のクリスマス）
Sebastian Gürtler : Zutje Dunje (Christmas from the Balkany)

ショウ / オッテンザマー編 ： ストリームライン
Artie Shaw / Daniel Ottensamer : Streamline

マーティン / ギュルトラー編 ： ハヴ・ユアセルフ・ア・メリー・リトル・クリスマス
Hugh Martin / Sebastian Gürtler : Have yourself a merry little Christmas

ビートルズ / ギュルトラー編 ： イエスタデイ 
Beatles / Sebastian Gürtler : Yesterday

ギュルトラー ： Saulit tecej tecedama
Sebastian Gürtler : Saulit tecej tecedama

ギュルトラー ： Ar laiwinu eladosi （バルト地方のクリスマス）
Sebastian Gürtler : Ar laiwinu eladosi (Christmas from the Baltic)

ラヴェル / コンツ編 ： ラ・ヴァルス
Maurice Ravel / Stephan Koncz : La Valse

モリコーネ / コンツ編 ： ハーモニカの男
Ennio Morricone / Stephan Koncz : Man with Harmonica

コンツ ： ハンガリーのクリスマス・チャルダッシュ
Stephan Koncz : Christmas Csardas from Hungary

マスカーニ / ギュルトラー編 ： 「カヴァレリア・ルスティカーナ」より間奏曲
Pietro Mascagni / Sebastian Gürtler : Intermezzo

ガーシュウィン / 咲間貴裕編 ： ポーギーとベス
George Gershwin / Takahiro Sakuma : Porgy and Bess

坂本龍一 / 咲間貴裕編 ： 戦場のメリークリスマス
Ryuichi Sakamoto / Takahiro Sakuma : Merry Christmas Mr. Lawrence

コーヘン＝ワイサート ： Hanukkah!
Michael Cohen-Weissert : Hanukkah!

ギュルトラー ： Div plavinas es noplavu
Sebastian Gürtler : Div plavinas es noplavu

ギュルトラー ： Noriet saule vakara
Sebastian Gürtler : Noriet saule vakara



Profile

© Max Parovsky

ノア・ベンディックス＝バルグリー （ヴァイオリン）
Noah Bendix-Balgley, Violin

　カリフォルニア州生まれ。2014年よりベルリン・フィルハーモニー管弦
楽団の第1コンサートマスターとして活躍する。ソリストとして世界の著名
オーケストラと共演し室内楽演奏にも情熱を注ぐほか、クレズマー音楽
（東欧系ユダヤ民族音楽）の演奏と継承をライフワークにしている。

エーデン・ラーツ （コントラバス）
Ödön Rácz, Double bass

　ブダペスト生まれ。2009年よりウィーン・フィルハーモニー管弦楽団
首席コントラバス奏者を務める。ソリストとして世界の数々の一流楽団
と共演し、屈指の超絶技巧と称えられる。録音も多く、ドイツ・グラモフォン
からボッテシーニのコントラバス協奏曲をリリースしている。

ダニエル・オッテンザマー （クラリネット）
Daniel Ottensamer, Clarinet

　ウィーン生まれ。ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団首席クラリネット
奏者。ソリストとしても世界中で活躍し、ベルリン・フィルハーモニー
管弦楽団首席クラリネット奏者の弟アンドレアス、ピアノのクリストフ・
トラクスラーとともに“クラリノッツ”を結成。

クリストフ・トラクスラー （ピアノ）
Christoph Traxler, Piano

　オーストリア出身。ソロ・リサイタルのほか、ウィーン・フィルハーモニー
管弦楽団とベルリン・フィルハーモニー管弦楽団のメンバーとの室内楽、
またウィーン・フィルハーモニー管弦楽団のピアノ奏者としても活動する。
2022年秋からウィーン国立音楽大学の教授に就任。

セバスティアン・ギュルトラー （ヴァイオリン）
Sebastian Gürtler, Violin

　オーストリア出身。曾祖母はオーストリア人と日本人のハーフ。1997年
から2008年までウィーン・フォルクスオーパー交響楽団で第1コンサート
マスターを務めた。室内楽奏者としての活動に注力し、フィルハーモニクス
では積極的に作曲や編曲に携わる。

ティロ･フェヒナー （ヴィオラ）
Thilo Fechner, Viola

　ベルリンの音楽一家に生まれる。スイス・ロマンド管弦楽団、ミュンヘン・
フィルハーモニー管弦楽団を経て、2004年にウィーン・フィルハーモニー
管弦楽団のメンバーとなる。ツアー・マネジャーとして、世界中で旅公演を
行う同楽団の運営にも携わっている。

シュテファン・コンツ （チェロ）
Stephan Koncz, Cello

　ウィーン生まれ。ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団から2010年に
ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団に移籍。ヴェルビエ祝祭室内管弦
楽団の首席奏者も務め、「ベルリン・フィル 12人のチェリストたち」のメン
バーとしてもたびたび来日。作曲、指揮活動も行う。
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